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	スマートファクトリー化に向けた取り組み
	～将来構想と最初の一歩～
	名村造船所では、DXやスマートファクトリーを推進し工場の生産性向上を主目的とする専門組織である生産革新課が2021年4月に発足しました。今後の「労働人口減少」「技能伝承」等の様々な問題を乗り越えて造船業を続けていくためには、新しい技術を導入して業務を変革し大幅な生産性の向上を果たすことは急務となっています。
	これらを踏まえ、生産革新課では下の点について推進を行っています。
	①長期のロードマップを作成し工場の将来像を描く
	このような取り組みは短期的には効果が実感し難いという特徴がある為、ロードマップを作成し今後の活動方針を明確化し計画的に活動を進められるようにしています。
	【長期ロードマップイメージ図】
	②遅れている造船業へのIT技術の適応
	造船業は他産業と比較しても新しい技術を取り込んだ業務効率化が進んでいるかといえば、決してそのような事はなく旧態依然の業務も多く見受けられます。そこで、変化の第一歩として社内に多く存在する「紙」業務について電子化ツールを用いたペーパーレス化を推進しています。
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	LPG燃料推進LPG運搬船「LUPINUS PLANET」】
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